1、 注目（attention）

～横浜スタジアム・日産スタジアムでのコップ広告・動物園でのボディーペイント～
　この段階では、顧客に横浜銀行が変革している事に注目を集めるようなプロモーションをすることにより、顧客が新しい横浜銀行を意識するようになる。そのために、ターゲットを絞りコア層を構築することにより、口コミマーケティング等の非宣伝媒体へ広げるために、横浜スタジアム・日産スタジアムでのコップ広告や動物園でのボディーペイントのプロモーションを提案する。
・横浜スタジアム・日産スタジアム～コップ広告
ターゲットは、地域に密着しているサポーターを選定しました。私たちのコンセプトである地域銀行を目指すために、地域に密着している人が第一条件になり、その人物を選んだ結果、スポーツを応援するサポーターが一番影響力のある人物ではないかと考えました。サポーターは地元の球団を愛しているので、横浜銀行も同じ地元の組織なので、その一員として愛してもらう事が可能であるため、このターゲットを取り込むことが不可欠であると感じました。

広告媒体として、紙コップに新・横浜銀行のロゴ、または新横浜銀行の理念等を記載して、サポーターに横浜銀行の変革について意識してもらう事を目的としている。横浜スタジアム・日産スタジアムでは飲み物の売上率は高い事から、紙コップにプロモーションする事により、利用者は何回も目にするので、注目を集める事が可能である。単発的な紙コップのプロモーションの影響力は少ないかもしれないが、ターゲットをサポーターに設定しているので、毎回ジュースを購入すれと横浜銀行の広告が付随してくるので、中長期的なプロモーションして効果的なものであるといえる。

横浜スタジアムや日産スタジアムは地域に密着している人（サポーター）が試合を観戦する場所として利用者が多いため、サポーターが地域に密着している横浜銀行との接点を持つ機会が多くあります。また毎回決まった人にプロモーションをする事ができるので、プロモーション場所として最も浸透する可能性が高いと考えました。

期間はシーズンの間プロモーションする。プロ野球の期間は3月から11月まで、最長で9ヶ月あり、サッカーの期間は2月から11月までの10ヶ月である。二つのスポーツの時期がかぶっているが、野球は平日も試合があるので、期間は短いがサッカーよりも広告を目にする機会が多いため、浸透率は高いと言える。
広告方法として、販売員がこのプロモーションを促進する重要な役割を担っている。ジュースを多く売れば広告としての価値が高まるので、彼らの売り上げに広告としての注目度が比例してくる。
ここでのターゲットは、毎回球場やスタジアムに訪れるサポーターなので、月に数回または数十回は必ず訪れる人たちであるため、横浜銀行の変革について初のコア層になる。また、ジュースというのは低価格商品なので、球場やスタジアムに訪れる人が購入する機会が他の商品よりも多いので、広告媒体として一番身近な存在であるので、注目のプロモーションとして適していると考える。

	ターゲット
	地域に密着しているサポーター

	広告媒体
	紙コップを広告媒体にする

	場所
	横浜スタジアム・日産スタジアム

	活動時期
	シーズン中（野球は3月から10月、サッカーは年中）

	広告方法
	販売業者との提携


・動物園～ボディーペイント

　小さい子供から小学生までの子供がいる30～40代のファミリー層をターゲットにした。私たちは横浜でこの層の人たちが家族でいきそうな場所を候補に挙げ、その中で動物園は小さい子供が大好きな場所であり、敷地が広いため混雑しないので、子供を開放的に遊ばせることができる場所として選定しました。
　プロモーション方法として、体の一部に横浜銀行のロゴをペイントするボディーペイント方法を考えました。日本ではボディーペイントというと、あまり馴染みがないですが、欧米ではフェイスペイントと同様に使われている広告です。その人が広告媒体になるので、その人物が広告の価値を左右することになるので、他の広告媒体の方が安定的であり、顧客に対して効果的であると考えます。しかし、私たちはそこで比較をするのではなく、ボディーペイントをされた人がもたらす効果の方が、他の媒体の広告より影響力があると考えています。ターゲットは30～40代のファミリー層としていますが、ボディーペイントをする人は小さい子供、または小学生の子供だけだと考えています。子供たちは体の一部にペイントされるので、それが面白くてやりたい子供が多いと思います。しかし、子供に対して広告の効果は期待できませんが、子供の両親はここで横浜銀行がなぜ、このようなイベントをしているのかと意識することになり、次の消費者行動のステップに移行することが考えまれます。また、子供に銀行を身近な組織として興味を持たせる機会を作ることにより、小さい頃から横浜銀行のカードを持たせることが期待できます。
　横浜市にある動物園のズーラシア・野下山動物園・金沢動物園に選定しました。ズーラシアは旭区、野下山動物園は西区、金沢動物園は金沢区に立地しているため、三ヵ所がそれぞれ離れているので、競合としてとらえる可能性が低いため、各地の住民に密着したプロモーションができると考えました。

活動期間は日曜日、祝日と第二、第四土曜日に設定しました。30～40代のファミリー層をターゲットにしているので、家族で遊びに行ける休日や祝日にしました。また、学校は第二、第四土曜日が休みなので、少しでも多くの来場者にプロモーションして銀行に対する機会を増やしたいので、家族の休日である日すべてに設定しました。

活動時間はどの動物園も９時３０分開園、１６時３０分閉園になっていますが、１６時に入場を終了するので、閉園間際のお客さんに対してボディーペイントをするには時間をかかるので、園内を散策する時間がなくなってしまうために入場規制をする３０分前に設定しました。
広告方法としては、横浜にある美術大学の学生を雇いペイントしてペイントしてもらう、またはその場で張れてすぐに落とせるタトゥーのシールを作り、これを広告方法とする。

動物園に来る目的は、動物を見たり触ったりする事が動物園に来る動機だったが、ボディーペイントが一つのアトラクションとして子供たちの興味を示すものになったら、広告の浸透と共にシナジー効果を生み出すことが想定され、新・横浜銀行としての口コミマーケティングまたは非宣伝媒体へ触発する要因に繋がると考える。

	対象　
	30～40代のファミリー層

	プロモーション
	体にペイントをして、人を広告の媒体にする

	場所
	ズーラシア、野毛山動物園、金沢動物園

	活動時期
	日曜日、祝日、また第二、第四土曜日

	活動時間
	９時３０分から１５時３０分

	広告方法
	美大生を雇い人の体にペイントをして、園内を歩いてもらう。


5、Action

AIDMAの法則の最後の行動プロセスはactionである。ここでは、今までのプロモーションの段階を通じて、顧客が新・横浜銀行の店舗に訪れるような要因を誘発するプロモーションとして、年代別のパンフレットを提案する。
・年代別パンフレット

ターゲットは全年齢層に設定した。それは新・横浜銀行がすべての年齢層を顧客として捉えているからだ。具体的には、小さい子供もターゲットとして考える事で、小さい頃から横浜銀行が身近なものであることを印象付け、生涯使ってもらえるように働きかける必要があるからである。

パンフレットの特徴は、子供用、10代、20代、・・・のような年齢別に用意して、それぞれ年代に見合った情報と横浜銀行の金融商品の宣伝を合わせて載せたものを提供する。たとえば子供用であれば、「お年玉の上手な使い方」と題して分かりやすくお金の正しい使い道を教えたり、横浜銀行の行っている「おこづかいの使い方」やセミナー開講のお知らせなどを掲載したりする。そして新入社員向けには「今後の人生設計とお金の貯め方～結婚資金からマイホーム購入まで～」、団塊の世代向けには「退職後を2倍楽しく過ごすコツ～投資と市債購入～」等の利用者が知りたい、知って得する様々な情報を盛り込むことで顧客とのコミュニケーションを図る場を設ける。また、これらを配るのと同時に、支店に1人担当のような小さなスペースを設けて、このパンフレット関する質問・相談ブースを設置して、情報の提供だけでなく人生相談の良きパートナーとして横浜銀行を象付けてもらう。このプロモーションにより、「Afresh～あなたに新しく～」にも沿ったプロモーションを展開する事ができ、利用者が何か目的をもって訪れる、または目的がなくても訪れたくなる銀行の存在に生まれ変わることが想定できる。

横浜銀行の店舗でこのプロモーションを行う。また活動時間は、営業時間の午前9時から午後3時とする。パンフレットのプロモーションだが、ATMの設置場所ではこのプロモーションを行わない。パンフレットのプロモーションだけでは従来の物とあまり変化がなく、顧客が持ち帰っても、金融商品について理解が難しいため、あまり効果があるとはいえない。しかし、顧客がパンフレットをもらう際に行員が仲介に入る事により、通常以上の情報と商品への信頼を顧客に与える事ができるため、行員のいないATMではこのパンフレットを設置しない。
「地域銀行」、「顧客支店」、「セカンドポディショニング」の要素をすべて含んだコンセプトなので、顧客が新・横浜銀行に来店する要因を触発している。また、最後にパンフレットのプロモーションをする事で、顧客は金融商品に対して認知している段階から消費への段階に移行する事が期待される。
	対象　
	子供からシニア層までの

	プロモーション
	年代別パンフレット

	場所
	横浜銀行の店舗

	活動時期
	店舗の営業している午前9時～午後3時


